
１．教材のねらいと概要

２．活用例
教科名等 英語

時間

ページ

４．写真・資料の補説
⑴郷土料理　

⑵調理器具・調理方法

１年生：命令文の学習
２年生：学期末の活動として
３年生：学期末の活動として

いずれの学年でも，使用可能の教材であるが，学年，生徒の実態に合わせて，場面設定が必要で
ある。例えば，1年生では，命令文の学習のあとに設定する。モデルのような表記はできない
が，絵等を使って，P.79のHow to Cookの料理に関する動作を用いてレシピをつくることは可能
である。また，紹介する英文の量についても，学年，実態に応じて設定をすることが望ましい。
手順については，P.80のモデル文を示し学年，実態に応じて進めるようにしたい。ワークシート
を使って，進めることも可能である。
学習形態についても，実態に合わせて，個人，ペア，４人１組等の工夫をする。

５０分

教材名 『ふるさと山梨』の章・ページ

English No.5 英語で山梨の暮らしの魅力を発信しよう 第３章　Ｐ．７８～８０

教科（領域）等 英語 学年（分野） 紹介する（１年～３年）　

　山梨の郷土料理のレシピを紹介する。山梨の郷土料理について知り，どんな地域的な食材が使わ
れているのか，またその背景を知る。
　様々な調理器具や調理方法を学びながら，身近な郷土料理のレシピを英語で作成する。また，ALT
の出身地の郷土料理や有名な食べ物とのレシピの交換をする。

単元(題材）名等 Let's make a recipe for local food!
活用場面 活用のポイント

３．キャラクターの投げかけの意図と解答

投げかけの言葉 意図 解答例
P.78 There are lots of delicious foods in 

Yamanashi.  I want to make some of 
them for my family.  I want to know 
how to cook them!

ALTが山梨の郷土料理の作り方を知りたいとい
う場面設定から，料理器具や料理法を英語を学
習し，レシピを紹介する。

略

pan:なべ，frying pan:フライパン，cutting board::まな板，kitchen knife:包丁，measuring spoon: 計量スプーン，ladle:おたま，peeler:皮
むき，bowl:ボール，scale:はかり，measuring cup:計量カップ
boil:煮る，bake:焼く，fry:揚げる，steam:蒸す，turn over:ひっくり返す，mix:混ぜる，mince:みじん切りにする，slice:薄く切る，dice:サ
イコロ状に切る

P.80

略
どのようなことをどのように伝えるかのモデル
の役割。

略

P.80 Let's make a recipe for other local 
foods in Yamanashi.  Let's ask your 
ALT how to make a local food from 
his/her country.

学校のALTと郷土料理のレシピを交換するとい
う場面を設定し，資料で学習したことを実生活
でも活用する。

略

ほうとう，吉田のうどん，とりもつ，おつけだんご，ニョッキ，せいだのたまじ，酒まんじゅう，カッパ飯


